て い て 起き、 それで まだぐ すぐす して い て 帰ろうと す 

かん ざし 

ると、 草の根 もとに 金の 釵 が 一 つ 光って いた。 王 成 

ほ 

が 拾って 視 ると 細かな 文字 を鐫 つてあった。 それ は 

ぎひん ふ ぞ う こうふ 

儀賓府 造と いう 文字で あつ た。 王 成の 祖父 は衡府 儀賓、 

すなわち 衡 王の 婿と なって いたので、 家に 残って いる 

品物の 中に その 印の ある 物が 多かった。 そこで 王 成 は 

釵を 持って ためらって いると、 一人の 老婆が 来て、 

「もし か、 この 辺，' に釵は 落ちて いやしなかった かね ご 

といった。 王 成 は 貧乏 はしても 頑固な 正直者で あつ 

たから、 すぐ 出して 渡した。 

「これです かご 



ぎきょうしん しゅうとめ つか 

義侠心の ある こと を 説明して、 姑 として 事え なけ 

れ ばなら ない といった ので、 細君 も 承知した。 

三日 目に なって 果して 老婆が 来た。 老婆 は 数枚の 金 

せき 

を 出して、 粟と 麦 を 一 石ず つ 買わせ、 夜 は 細君と 一 緒 

の 寝台に 寝た。 細君 〔# 「細君」 は 底本で は 「組 君 匕 は 初 

め は懼れ たが、 老婆が 自分 を 可愛がって くれる 心が 

解った ので、 それから は 疑い 懼れ ぬよう になった。 

翌日に な つ て 老婆 は 王 成に 話して い つ た。 

なま こあきない 

「お前さん は惰 けてば かリ いちやい けない。 小生 業で 

もしたら どう だね、 坐 つ てた ベ ていち や だめ だよ ご 

王 成 は、 



ま ザ 

はます ます 烈しくな り、 その 闘い もます ます 急に なつ 

よね 

たが、 間もなく 雪の ような 毛が ばらばらに 落ちて、 翅 

を 垂れて 逃げて いった。 見物して いた たくさんの 人達 

は 王 成の 鶉 を ほめて 羨まない 者はなかった。 

くちばし つ まさき 

王 は そこで 王 成の 鶉 を 手に 持って、 喙 より 爪先 ま 

で 精し く 見て しまって、 王 成に 問うた。 

「この 鶉 は 売らない かご 

王 成 はこ こぞと 思った ので、 

「私 は 財産が) J ざいません から、 この 鶉で 命 をつな い 

でお ります。 売る の は 困ります ご 

といった。 すると 王が いった。 



「たくさん 金 を 取らせる。 百 金 を 取らせる がどう じ や _ 

売りたい と は 思わぬ かご 

うつむ 

王 成 は 俯向いて 考えてから いった。 

「私 は、 もともと 鶉 を 飼う のが 本職で も ございません 

から、 大王が これ をお 好みになります なら、 私に 衣食 

の できるだけ のこと をして いただければ、 それでよ ろ 

しゅう ございま すご 

「それで は 幾 等と 申す かご 

「千両で よろし ゆう ございま すご 

王 は 笑って いった。 

「たわけ 者 奴。 この 鶉が どれほどの 珍宝で、 千両の 価 



が あるの じ や ご 

「大王に は 宝で は ございま すまいが、 私に 取って は 

れんじょう たま 

連 城の 璧 でも、 これに はおつつ かないと 思って おり 

ます 」 

「それ はどうい う 理由 じ や ご 

「私 はこれ を 持って、 毎日 巿へ 出て まいりまして、 毎 

日 幾 等 かの 金 を 取って、 それで 粟 を 買って、 一家 十 余 

人が 餒 えず 凍えずに くらして おります。 これにう え 越 

す 宝が ありましょう かご 

「わし は、 くさす ではない、 あまり 法外で あるから い つ 

たまで じ や。 では 二百 両 とらそう。 I 



王の 仰せの ままに いたしましょう ご 

といって 売る ことにした。 王 は 喜んで 金 を 秤って 王 

成に 渡した。 王 成 は それ を囊に 入れて 礼 をい つてから 

外へ 出た。 外へ 出る と 主人が うらんで いった。 

「わつ ちが あれほど いって あるじ やない か。 なぜ 売り 

急ぎ をす るので す。 もうす， j しふんば つ てるなら 八 百 

両 になった のです ぜご 

王 成 は 旅館へ 帰る と金 を 案の 上へ ほうりだして、 

主人に 思う だけ 取れと いったが 主人 は 取らないで、 食 

料 だけの 金 を 計算して 取った。 

王 成 は そこで 旅装 を 整えて 帰り、 家に 着いて それ ま 
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